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検診コース（完全予約制）

面談あり247,500円（税別225,000円）
面談なし236,500円（税別215,000円）

面談あり170,500円（税別155,000円）
面談なし159,500円（税別145,000円）

● 腫瘍マーカー　19,800円 ● アレルギー検査　18,150円 ● 脳梗塞・心筋梗塞リスクマーカ―※　18,150円
● 内臓脂肪検査　6,050円 ● 女性ホルモン検査　6,050円
● 骨代謝マーカー検査　6,050円 ● 関節リウマチ検査　3,630円 ● 喀痰細胞診検査　3,630円
● MRCP（磁気共鳴胆管膵管造影検査） 〔各コースと別日で実施〕　42,350円

◎その他、PET/CT＋USレディースコース（192,500円）、シンプル脳ドックコース（49,500円）などがございます。詳しくはホームページをご覧ください。

★面談（画像結果説明）は火曜・水曜・木曜・土曜の週4日実施いたします。

オプション

頸＝頸動脈　甲＝甲状腺　腹＝腹部　前＝前立腺　乳＝乳房　頭＝頭部　骨＝骨盤部　心＝心臓

グランド

がん総合

【所要時間】面談あり─約 5.5 時間　面談なし─約 4時間

画像結果説明
（有・無）

生化学
（血液・便・尿・
腫瘍マーカー）

超音波
（頸・甲・腹・
前・乳）

MRI
（骨・頭）
MRA

PET/CT 脈波
測定

PET/CT
【所要時間】面談あり─約 3.5 時間　面談なし─約 2.5 時間

【所要時間】面談あり─約 4.5 時間　面談なし─約 3.5 時間

画像結果説明
（有・無）

生化学
（血液・便・尿・
腫瘍マーカー）

超音波
（甲・腹・前・

乳）
MRI
（骨）

PET/CT 脈波
測定

生化学
（血液・便・尿・
腫瘍マーカー）

PET/CT 脈波
測定

脳ドック
【所要時間】面談あり─約 3時間　面談なし─約 2時間

画像結果説明
（有・無）

超音波
（頸）

MRI
（頭）
MRA

脈波
測定

39,600円（税別36,000円）心臓スクリーニング
【所要時間】約 2.5 時間

画像結果
説明心電図超音波

（心）
脈波
測定

生化学
（血液）

心不全
マーカー検査

画像結果説明
（有・無）

無花果（いちじく）
体内の余分なナトリウムを排出するカ
リウムを豊富に含む。また水溶性の食物
繊維であるペクチンが腸内環境を改善
し、便通を整えてくれる。
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面談あり335,500円（税別305,000円）
面談なし324,500円（税別295,000円）

面談あり60,500円（税別55,000円）
面談なし55,000円（税別50,000円）

金額の表記は、すべて税込価格となります。

超音波（エコー）検査オプション  1部位 18,150円 対象部位： 頸動脈／甲状腺／乳房／腹部（肝臓・胆嚢・腎臓）
 2部位まで追加可能（コースにより追加不可）

生化学
（血液*）

* 腫瘍マーカー検査がなくなります。

（※祝日等、受付不可の日があります。詳しくはお問合せください）
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定期的検診で健康維持を
　過去約3年にわたり全世界を席捲した新型コロナウイルスが

5類へと移行し、制限のない日常生活を取り戻しつつあります。

多くの国での流行で、6憶7千万人が罹患し、死者も688万人に上

りました。（日本国内では3,332万人が罹り7万3千人が犠牲にな

りました。）

　世界規模のパンデミックにおいては一国のみでなく各国協力

して疾患の治療と予防に努力する必要があったわけです。

　日々の健康維持のため、PETによる検診がみなさまの希望に応えられるよう努力して参ります。

今後とも西台クリニックをよろしくお願いいたします。

令和５年 盛夏

医療法人社団 高千穂会　西台クリニック

理事長   済陽  高穂

理事長室より

　新型コロナウイルスの影響によってがん検診の受診
控えが問題になっています。2020年はコロナ禍前の
27％減、2021年は回復してきたもののやはり1割近く少
なくなっています。
　日本対がん協会の調査では胃がん、肺がん、大腸が
ん、乳がん、子宮頸部がんの各検診で受診数が減少。そ
の結果、早期がんで発見できず、がんが進行してから発
見される例も増えています。検診数同様に、外科の治療
数なども減少しており、厚生労働省は令和5年度より、
がん患者の健康に対する中長期的な影響の実態調査を
始めることになりました。

　がんは早期発見が何より大切です。代表的ながんの
相対5年生存率を見て分かる通り、がんのステージが低
いほど生存率が高まります。
　また早期発見であれば、治療も簡単で済む可能性も
高くなります。例えば、胃がんや大腸がんの場合、内視鏡
を使ってがんを切除する『内視鏡的粘膜下層剥離術
（ESD）』で治療することができます。他のがんにおいて
も切除範囲を小さくできるなど、早期発見には大きなメ
リットがあるのです。

　西台クリニックのがん総合コースなら、体幹部を一度
にスクリーニングするPET/CT検査に、MRI検査、超音波
検査、腫瘍マーカー検査などを組み合わせ、全身のがん
を1日で精細にチェックすることができます。
　画像診断の結果については検査当日に知ることもで
き、万一がんが発見された場合には大学病院等の提携
医療機関をすぐご紹介いたします。
　新型コロナの流行で受診を控えていたという方は、
ぜひこの機会に受診してみてはいかがでしょうか。

今こそ「がん検診」を受けましょう！
新型コロナが５類に移行

コロナを理由にがん検診を控えていたという方もいらっしゃるのではないでしょうか。
がんは早期発見・早期治療が何より大切です。今年はぜひ受診をご検討ください！

がん検診はコロナ前の1割減

今こそ全身のがんチェックを

がん早期発見・早期治療のメリットとは
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2021年がん検診別受診者数の減少率（対2019年）

■がん検診受診者数の推移※

■相対5年生存率

5,994,398人
-27.4% -10.3%

4,354,352人

5,376,513人

胃がん検診
-13.2%

肺がん検診
-11.0%

乳がん検診
-9.9%

子宮頸がん検診
-8.0%

大腸がん検診
-9.0%

Ⅰ
胃がん

Ⅱ Ⅲ Ⅳ
がんのステージ

98.7% 66.5% 46.9% 6.2%
大腸がん 98.8% 90.9% 85.8% 23.3%
肺がん 85.6% 52.7% 27.2% 7.3%
乳がん 100% 100% 88.2% 41.8%

子宮頸がん 93.6% 82.2% 67.9% 26.5%
肝臓がん 64.0% 40.8% 15.2% 3.7%
膵臓がん 49.8% 21.6% 6.9% 1.9%
卵巣がん 92.4% 72.5% 47.1% 31.5%

全がん協部位別臨床病期別5年相対生存率（2011-2013年診断症例）

※ 参考：公益財団法人 日本対がん協会 アンケート調査

PET/CT検査 腫瘍マーカー検査

MRI検査 超音波検査

　脳梗塞やクモ膜下出血、脳動脈瘤などの脳血管疾患

は、日本人の死亡原因の第4位に位置する病気です。

　脳血管疾患は、高血圧や糖尿病などの生活習慣病、不

整脈、喫煙や飲酒、肥満などが危険因子とされ、重大な

発作が起きるまで自覚症状が現れにくいため、定期的

な脳ドックの受診をお勧めいたします。

　西台クリニックの脳ドックコースは、高性能なMRI装

置を使用し、脳および脳血管の異常を詳しく調べると

ともに、超音波診断装置で頸動脈の状態もチェックし

ます。40～60代を中心に、幅広い年代の方々が受診して

います。またグランドコースであれば、全身のがん検査

と併せて脳検査を同日に行うことが可能です。 0 500 1000 1500 （人）

49

男性 女性

10～
20代

30代

40代

50代

60代

70代

80～
90代

36
410

292
1,440

1,821
1,052

798

1,434
1,003

849
667

155
129

◆脳ドック関連コースの受診者数（2013～2022）

40～60代に人気！脳ドックで「脳血管疾患」の早期発見を！
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　現在、日本のがん治療において、標準治療となっているのは「手術（外科治療）」「薬物療法」「放射線治療」の3種類

です。またこれらの治療法を組み合わせて行う治療を「集学的治療」といいます。

免疫ががん細胞を攻撃する力を保つことなどにより、免疫本来の力を利用してがんを攻撃する治療法です。免疫

療法で効果や安全性が証明されているものに「免疫チェックポイント阻害薬」があります。これは免疫システムの

ひとつであるT細胞が、がん細胞によって抑制されてしまうのを防ぐ薬剤で、以下のようなものがあります。

ニボルマブ（オプジーボ）、ペムブロリズマブ（キイトルーダ）、イピリムマブ（ヤーボイ）、

デュルバルマブ（イミフィンジ）、アテゾリズマブ（テセントリク）、アベルマブ（バベンチオ）

　これまでは手術後の再発・転移予防のために、がんとその周囲を大きく切除する「拡大手術」が主流でした。しかし、

近年は手術後のQOL（生活の質）を保つために、比較的早期のがんには切除範囲をできるだけ小さくする「縮小手術」

が行れています。この方法は、乳がんの乳房温存手術、胃がんの幽門保存手術などで採用されています。

通常の化学療法や免疫抑制療法だけでは治すことが困難な血液がんや免疫不全症などに対して、自分またはド

ナーから採取した造血幹細胞を点滴で移植する治療法です。化学療法や放射線治療が効きやすい血液のが

ん、リンパのがんなどに有効です。

がん細胞の中に直径1.5ミリの電極針を挿入し、ラジオ波電流を流すことで、電極周囲に熱を発生させ、腫瘍を

死滅させます。ラジオ波とはAMラジオの周波数に近い高周波で、医療現場では電気メスにも使用されています。

　手術はメスなどを使って外科的にがんを取りのぞく治療法です。

（1）手術する部位を直接目で見てがんを取り除く方法

（2）手術する部位を腹腔鏡や胸腔鏡で見てがんを取り除く方法

の2つの手法があります。

　術式は従来の直視下で行う手

術、または腹腔鏡などを用いた手

術、さらに発達させ間接的に手術

操作を行う支援ロボット「ダヴィン

チ」も登場しています。

がん医療の進歩とともに、がんの治療法も進化し続けています。

今回はがんの治療法における標準治療である3大治療法とそれ以外の治療法について取り上げます。

がんの3大治療法

　がんの治療法の選択は、がんの種類や進行度、患者さんの年齢や体の状態などに応じて決定されます。多くの医師

は「標準治療」に基づいて治療法を選択、患者さんに提示します。標準治療とは、科学的根拠（エビデンス）に基づき、

現在利用できる最良の治療法です。治療法について主治医以外の意見を聞きたい場合は、セカンドオピニオンを利用

することもできます。

がん治療法の選択

■  手術（外科治療）

　がん細胞を攻撃する薬を使用する治療法です。がんを治すだけでなく、進行を抑えたり、身体症状を緩和したりすること

を目的として行います。「化学療法（抗がん剤）」「内分泌療法（ホルモン療法）」「分子標的療法」などの種類があります。

■  化学療法
がん細胞が増殖する仕組みの一部を邪魔する「細胞障害性抗がん薬」を使

用します。一般的には点滴で投与され、がん以外の正常に増殖している細胞

も影響を受けます。

■  内分泌療法
ホルモンを利用して増殖するタイプのがん（乳がん、前立腺がんなど）を狙っ

た薬を使用します。内服や注射で治療します。

■  分子標的療法
がん細胞の増殖や転移に関わるタンパク質など、特定の分子をターゲットに

する薬を使用します。「小分子化合物」と「抗体薬」の２種類があり、内服や点

滴で投与されます。正常細胞へのダメージが比較的小さいのも特徴です。

■  薬物療法

　放射線をがんに照射することでがん細胞を死滅・縮小させる治療法です。X線、電子線、陽子線、重粒子線、α線、

β線、γ線、中性子線などが治療用放射線として用いられます。体の外から放射線を当てる「外部照射」と、体内に放

射線を出す金属などを挿入して治療を行う「内部照射」があります。

■  放射線治療

体外からがんを加温する治療法です。体の表面から二極の電極盤ではさみ、その間に8MHzの高周波（ラジオ

波）を通すことで、がんの局所の温度を上昇させます。

免疫療法

造血幹細胞移植

ラジオ波焼却療法

温熱療法
（ハイパーサーミア）

3大治療法以外のがん治療

B a s i c  k n o w l e d g e  o f  c an c e r  t r e a t m e n t

一人一人に適した薬を選択する「個別化治療」
近年、がんの種類だけではなく、遺伝子変異などのが

んの特徴に合わせて、一人一人に適した治療を行う

「個別化治療」が始まっています。肺がん、大腸がん、

乳がんなど一部のがんでは、医師が必要と判断した場

合に、「がん遺伝子検査」が行われ、個人に適した薬剤

が使用されます。

❶ 一般的な高エネルギー放射線治療（リニアックなど）　❷ 三次元原体照射（3D-CRT）

❸ 強度変調放射線治療（IMRT）　❹ 定位放射線治療（ガンマナイフやサイバーナイフ）

❺ 粒子線治療（陽子線治療・重粒子線治療）　❻ ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）

■  外部照射

❶ 密封小線源治療（組織内照射、腔内照射）

❷ 非密封の放射性同位元素を用いた治療（核医学治療）

■  内部照射
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夏の運動は熱中症に注意！
　夏になると外出する機会が減り、運動不足になる方も
多いのではないでしょうか。高齢者にとって適度な運動は
フレイルや病気を予防するためにも大切です。室内で行
える運動や比較的涼しい夕方に外に出るなど、運動習慣
を継続していきたいものです。
　ただ、この季節に運動を行うときは、「熱中症」への対策
が非常に重要となります。熱中症とは、体温の上昇、めま
い、けいれん、頭痛など、様々な症状を起こす病気です。高
温多湿な環境に長時間いることで、体温が上がり、体内の
水分や塩分のバランスが崩れたり、体温調節がうまくで
きなくなったりして発症します。熱中症は屋外だけでなく
室内でも発症することがあり、場合によっては死に至るこ
ともあるため注意が必要です。

熱中症を防ぐ準備を忘れずに
　夏に運動するときは、まず何よりも「水分・塩分」の補給
が大切です。運動前にコップ1杯以上の水分を摂り、運動
中・運動後も水分補給しましょう。また汗によって失われ
る塩分補給も大切です。塩分を含んだスポーツドリンク
や経口補水液などを活用するのもよいでしょう。
　体温を下げる工夫も大事です。湿度が高いと暑くても
汗が出にくくなります。シャワーを浴びたり、濡れたタオル
で体を拭いたりして、体温がこもらないようにしましょう。
　運動をする際の服装も気を付けましょう。吸汗発散機
能のあるウェアや通気性の高いウェアがおすすめです。ま
た帽子は日光の影響を受けにくい明るい色で、通気性が
よいものが適しています。
　そして何よりも体調管理をしっかり行いましょう。日頃
から食事・睡眠をしっかりとり、疲れにくい体をつくるこ
とが大切です。

24℃以上での運動は熱中症リスク
　公益財団法人日本スポーツ協会が、環境温度に応じて
どのように運動したらよいかの目安として、下表の「熱中
症予防運動指針」をまとめています。これによると気温が
24℃以上になると運動時に熱中症による死亡事故が起
こる可能性があるとされています。

いつまでも元気で充実した人生を送るために、身体の健康だけでなく、
精神的にも社会的にも満たされた「真の健康長寿」を目指しましょう。

参考：厚生労働省 熱中症予防のための情報・資料サイト／環境省熱中症予防情報サイト／公益財団法人長寿科学振興財団 健康長寿ネット

気温（参考）

通常は熱中症の危険は小さいが、適宜水分・塩分の
補給は必要である。市民マラソンなどではこの条件
でも熱中症が発生するので注意。

ほぼ安全（適宜水分補給）

注意（積極的に水分補給）

警戒（積極的に休憩）

厳重警戒（激しい運動は中止）

21未満

21～25

25～28

28～31

運動は原則中止31以上

24℃未満

24～28℃

28～31℃

31～35℃

35℃以上

暑さ指数（WBGT） 熱中症予防運動指針
特別の場合以外は運動を中止する。
特に子どもの場合は中止にすべき。

熱中症による死亡事故が発生する可能性がある。
熱中症の兆候に注意するとともに、
運動の合間に積極的に水分・塩分を補給する。

熱中症の危険が増すので、積極的に休憩をとり
適宜、水分・塩分を補給する。
激しい運動では30分おきくらいに休憩をとる。

熱中症の危険性が高いので、激しい運動や持久走
など体温が上昇しやすい運動は避ける。
10～20分おきに休憩をとり水分・塩分の補給を行う。
暑さに弱い人※は運動を軽減または中止。

※体力の低い人、肥満の人や暑さに慣れていない人

正解は西台クリニックのホームページでご確認ください！ https://www.ncdic.jp/question45

クイズやパズルで、
アタマのストレッチに挑戦しましょう！

面談付きコースを受診された方に、検査後にお召し上がりいただく
お食事メニューが新しくなりました。どうぞご利用ください。

クリニックからの
お知らせ

左右の絵には10箇所違うところがあります。見つけられるでしょうか？孫の笑顔が一番の贈り物-敬老の日

女性ホルモン検査

卵巣から分泌されるエストロゲン
の数値から、卵巣機能の状態や無月
経、更年期、閉経の可能性がわかり
ます。

6,050円（税込） 骨代謝マーカー検査

古くなった骨を溶かす破骨細胞や、
新しい骨をつくる骨芽細胞の働き
を調べる検査です。骨折のリスクや
骨粗しょう症の判定が可能です。

6,050円（税込）

関節リウマチ検査

リウマチ（RA）発症早期から陽性と
なる血液中の抗CCP抗体を調べま
す。早期診断と早期治療を行う上で
有力な情報となります。

3,630円（税込） 乳房超音波検査 18,150 円（税込）

乳房超音波検査は要予約、それ以外は検査当日のお申込みが可能です。

PET/CTコースに追加できます。体の
表面から高い周波数の音を当て、乳
腺の状態をチェックします。乳がん
の早期発見に有用です。
＊グランド、がん総合、PET/CT＋USレディース
　コースには含まれています。


	no45_layout表1-表4
	no45_layout02-03
	no45_layout04-05
	no45_layout06-07

